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丹波青少年本部だより 62号 ①丹波青少年本部だより 62号 ⑥

ひょうご青少年憲章 （平成12年3月制定 新兵庫県青少年憲章制定県民会議）

1 自分を大切にし、自らを律し、行いに責任をもって生きていこう

2 ふれあいを深め、正義感をもち、社会を担う一人として生きていこう

3 人の痛みや喜びを感じあえる心をもって生きていこう

４ 多様な人々の存在を受け入れ、ともに支えあって生きていこう

５ 自然を愛し、生命を尊び、みえない世界にも襟を正して生きていこう

６ 先人に学び、明日に夢をえがき、勇気を持って未来を拓いていこう

「ひょうご青少年憲章」は、憲章制定県民会議を中心に、県民の総意のもとに制定された青少年育成のための基本指針です。

丹波青少年本部賛助会員ご入会のお願い
次代を担う青少年を育成するためぜひご協力ください
丹波青少年本部が実施している自主事業は、皆様からの温かいご支援(賛助金)

によって実施しています。

丹波地域の青少年の健全育成のために、ぜひ「賛助会」にご入会ください。

年間を通じ、随時受け付けております。

賛助会費

普通賛助会員(個人) 年額一口 2,000円

普通賛助会員(団体・企業) 年額一口10,000円

ご入会手続き・お問合せは・・・丹波青少年本部事務局 TEL：0795-72‐5168まで

兵庫県マスコット はばタン

たんば子ども塾
先生は高校生！生徒は小学生！

7月2３日(火)
篠山産業高等学校 機械研究部
「わくわくワークショップ」
木製のお皿や小物入れにハンダゴテ
を使って思い思いの絵を描いて、個
性豊かな作品を制作しました。

7月2６日(金)
氷上西高等学校 コンピューター部
「プログラミング講座」
自分好みにゲームを改造して、実際
に自分たちで遊び、小学生たちは
プログラミングの楽しさを体験しま
した。

８月８日(木)
篠山東雲高等学校 自然科学部
「田んぼの生きものを調べよう!!」
田んぼ（ビオトープ）に入って、た
くさんの生きものを採集・観察し
て、田んぼの生きものの生態につ
いて学びました。

８月２日(金)
篠山鳳鳴高等学校
デカンショバンド・インターアクト部
「デカンショ節を楽しもう」
デカンショ節の演奏、楽器体験、クイ
ズ、歌詞づくりなどが行われ、小学生
はデカンショ節をさまざまな角度か
ら楽しむことができました。

７月３１日(水)
柏原高等学校 理科部
「子ども科学教室」
身近な材料を使ったシャボン玉づ
くり、空気砲、空き缶つぶし、電気
を利用したお絵描きなど、さまざ
まな科学実験を体験しました。

８月６日(火)
氷上高等学校 生産ビジネス科
「夏野菜でクッキング！！」
夏野菜の収穫体験を通して、食材の
大切さや自然の恵みを学びました。
また、カレーが出来上がるまでの間、
夏野菜のクイズを楽しみました。

丹波青少年本部では、令和７年２月１日(土)県立丹波

の森公苑多目的ルームにおいて、丹波地域で日常優れた

青少年育成活動に貢献されている個人及び団体のみなさ

まに対し、標記の賞をお贈りしました。

本年度の受賞者は、次の方々です。

丹波地区更生保護女性会 春日支部 様
足立 二三男 様
岸部 勇 様
坂東 敏夫 様

「たんば子ども塾」は、「創作」「実習」「体験」等の直接体験を重視し、小学生が生き生きと主体的

に学習に取り組み、豊かな感性や自立心を養うことができます。また、高校生はその内容や方法を

考え、指導することでコミュニケーション能力やリーダーシップ能力を養うことができます。

「たんば子ども塾」は、丹波地域の高校生と小学生の異年齢による相互交流を通して互いに学び、

成長できる貴重な機会であり、青少年健全育成に役立っています。

MORINCLU-モリクル-2024

令和６年７月20日(土) 県立丹波の森公苑

主催：公益財団法人兵庫丹波の森協会 共催：丹波青少年本部

丹波地域で消費生活や芸術文化などの分野で丹波の森構想の推進に取り組む

グループが丹波の森公苑で参加者と出展者共に楽しめるイベントを開催しました。

多様な層にご参加いただき、丹波の森宣言・森構想を基軸とした丹波地域らしさ、

グループの魅力やその活動を知っていただきました。

丹波青少年本部長賞



丹波青少年本部と丹波県民局は令和６年６月14日(金)、県立丹波の森公苑多目的ルームにおいて「青少年を守り育

てる丹波地域スクラム会議」を開催しました。この会議は、青少年愛護条例の意義を十分に踏まえ、関係機関・関係団

体等が行う非行防止の健全育成活動や関係業界の自主規制等に対する理解を深めるとともに、県民運動をより充実

強化する方策を検討協議することが主な目的で、丹波地区の青少年健全育成関係者に出席いただき毎年開催してい

ます。会議では兵庫県篠山警察署刑事生活安全課長から丹波地域の青少年非行や

青少年問題の実態について情報提供を受けました。また、講師に久本千絵氏（丹波

健康福祉事務所所長補佐兼食品薬務衛生課長）をお招きし、薬物乱用防止に関

する取り組みについての講話をいただきました。講演では大麻脱法ドラッグなどの

薬物乱用は心身の健康を害するだけでなく、重大な犯罪に結びつくことが多いこ

とが指摘されました。

丹波青少年本部だより 62号 ⑤丹波青少年本部だより 62号 ②

ご挨拶

丹波青少年本部
本部長

数元 康治

高校生インターネットトラブル防止キャンペーン 令和６年６月26日(水)
    篠山口駅・柏原駅

丹波篠山市、丹波市の関係団体と協力し、高校生を対象に「インターネットトラブル防止キャンペーン(啓発)」

として、篠山口駅と柏原駅の改札前でチラシ、啓発グッズ等の配布と駅でのマナー指導を行いました。

高校生通学列車等マナー指導

令和６年度高校生通学列車等マナー指導は、６月、11月に丹波地域内の関係７校で、各校の実情に合わせた取組みが

行われました。

強調月間実施内容

・最寄りの駅構内でマナー指導を実施(篠山産業高校、柏原高校、氷上高校)

・通学列車内でマナー指導を実施(篠山産業高校、柏原高校、氷上高校)

・自転車通学・徒歩通学のマナー指導を実施(篠山鳳鳴高校、篠山東雲高校、氷上西高校、氷上特別支援学校)

はじめまして。この度、丹波青少年本部長に就任いたしました数元康治です。

平素は丹波青少年本部事業にご理解とご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。

学校、地域、家庭、行政の皆さまのご協力のもと、本年度も事業を進めてまいりました。

私達、丹波青少年本部においても、スローガンとして「見せようおとなの背中 伸ばそう

子どもの芽」を掲げ、ひょうご青少年憲章をもとに事業を進めてまいりました。

自分専用のスマートフォンを持つ青少年の割合が増えている昨今、青少年のスマート

フォン利用によるトラブルも増えています。インターネット上には役立つ情報がたくさん

ある一方で、青少年に悪影響を及ぼす不適切な情報も数多く存在し、SNS等の利用方法

を誤ると個人情報の流出や知らないうちに犯罪や事件に巻き込まれてしまう危険があります。

青少年自身がSNSやインターネットの利用に対して自覚と責任を持つことが何よりも重要ですが、学校や家庭

などの周囲が、若者が安全にSNSを利用できるようサポートすることも重要です。青少年を取り巻く環境が大

きく変化している中、青少年が今何を求め、何を思い、考えて生き、どのような支援が必要なのかを大人たちが

考える。大人自身が社会を担う一人としての自覚を持ち、生命を尊び、襟を正して生きている姿を青少年に示し、

正しい方向に芽を伸ばしていくことが重要ではないでしょうか。今後とも青少年を取り巻く課題に対応するため

に、皆様のご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

実施内容 インターネットトラブル防止関連グッズの配布による啓発活動と見守り活動

参加団体 篠山防犯協会、篠山少年補導員連絡協議会、篠山警察署、丹波篠山市青少年協議会、丹波篠山市地域振興課

  丹波防犯協会、丹波少年補導員連絡協議会、丹波市生活環境部くらしの安課、

丹波警察署、丹波青少年本部

○第11回兵庫県子ども会オセロ大会  令和６年12月8日(日)神戸クリスタルタワー3階 神戸クリスタルホール

主催：一般社団法人兵庫県子ども会連合会

後援：兵庫県、(公財)兵庫県青少年本部、兵庫県社会福祉協議会、 (公財)神戸新聞厚生事業団

丹波、丹波篠山両市の予選を勝ち抜いた16人が参加し、幼児から小学３年生の部、小学４年生から中学３年生の部に

分かれ競い合いました。両部の上位４名は、12月８日(日)の神戸市で開催された兵庫県子ども会オセロ大会に出場し、

丹波市立山南中学校２年生の荻野絢花さん(14)が小学４年生から中学３年生の部において見事優勝を果たされました。

令和６年６月14日(金)、県立丹波の森公苑多目的ルームにおいて「令和６年度丹波青少年本部会議」を開催しました。

会議は「令和５年度事業報告」「令和６年度役員選出」「令和６年度基本方針」等について原案通り可決承認されました。

また、「令和６年度役員選出」では、大木康次本部長が退任され、相談役に就任され

ました。これに伴い、今年度より昨年度の副本部長である数元康治氏が本部長に、

副本部長である増南文子氏は引き続き副本部長に、金井拓男氏が新たに副本部長

に就任されました。令和６年度の基本方針は「見せようおとなの背中伸ばそう子ども

の芽」をスローガンに、「多様な活動主体と連携した協働事業の推進」をはじめとして、

４本柱の施策体系に基づく各事業から成っています。

丹波青少年本部会議

○第11回丹波ブロック子ども会オセロ大会  令和６年８月２５日(日)丹波の森公苑 多目的ルーム

兵庫県子ども会オセロ大会
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